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町からルールがなくなった（第3話）

　　　　　　　　　　　　　　～そんなルール、まちがってるよ～
話しあいの結果、町で選挙をして、こんな人を選ぶことにした。

町議会　ルールをつくるグループ　５人

町長　ルールにしたがい、
町の仕事をする人の代表者　１人

裁判官　ルールをまもらなかった人を
どうするかきめ、あらそいを解決する人１人

町はどんどんすみやすくなった。

町議会はルールをつくり、町長は、町役場や
警察をつくった。

町の人どうしのあらそいがおきたら裁判所が解決してくれた。

でも、よいことばかりではなかった。
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ある日のこと。リエがおかし屋さんにいくと、おばさんがしょんぼり
すわっている。

「こんにちは。きょうはおやすみ？」

「それがね、町議会が、『おかしをつくったり売ったりしてはいけない』というルールを、いつのまにかつくってしまったのさ。
おかげで仕事がなくなっちゃったよ……」

「えーっ！そんなルール、ぜったいへんよ！」

リエは、そのルールにしたがって町をしきっている町長を
裁判所にうったえることにした。

「このルールはへんよ。なかったことにしてください」

すると、町長は、

「それはできない。ルールにしたがわなくちゃだめだ。
みんなが選んだ町議会の議員がきめたことなんだから」

といいかえした。

それを聞いた裁判官は、

「人はだれでも、望むように行動する自由や、だれかに無理やり
したがわされたりしない権利をもっています。
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それをむやみにさまたげるようなルールは、まちがっているかも
しれません。それを判断するのが、裁判官の仕事です。
さあ、それぞれ自分の意見をいってください。」

「このルールは、子どもたちが、甘いものを食べて、
虫歯にならないようにつくったんです」と町長。

「わたしたちがみんな自由をもっているのなら、おかしをつくったり
食べたりしてもいいじゃない。虫歯はおかしだけのせいじゃないし、
歯みがきをすればいいことでしょう？つくるのを禁止するのは、
やりすぎだと思います」

裁判官は、どんな判断をくだすのかな？
出典：岩崎書店「はじめての法教育」
